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日
本
の
医
療
体
制
は
、
発
病
し
た
と
き
に
通
院
あ
る
い

は
入
院
を
す
る
と
い
う
の
が
一
般
的
で
、
医
療
費
の
面
で

も
、
入
院
に
か
か
わ
る
費
用
が
日
本
の
医
療
費
の
四
割
を

占
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
て
是
正
が
求
め

ら
れ
て
い
る
現
在
、
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
が
、
日
常
的

な
健
康
管
理
か
ら
病
後
の
継
続
的
な
ケ
ア
、
緊
急
時
の
救

急
医
療
体
制
に
い
た
る
ま
で
、
幅
広
く
健
康
と
安
全
を
保

証
し
て
く
れ
る
予
防
医
学
（
プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
）
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

予
防
医
学
を
実
用
的
な
も
の
に
す
る
に
は
、
ま
ず
、
そ

の
診
断
方
法
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
Ｗ

Ｉ
Ｎ
で
は
、
Ｉ
Ｐ
Ａ
が
手
が
け
る
「
次
世
代
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
開
発
事
業
」
に
お
け
る
昨
年
度
の
委
託
事
業
と
し
て
、

「
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
セ
ン
サ
を
用
い
た
健
康
情
報
シ
ス
テ
ム
」

の
開
発
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
し
て
昨
年
、
身
体
に
常

時
装
着
し
た
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
セ
ン
サ
に
よ
る
生
体
情
報
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
や
、
そ
れ
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
す
る
た
め
の

生
体
情
報
管
理
用
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
実
現
し
た
。

こ
れ
ら
の
各
種
セ
ン
サ
が
実
用
に
耐
え
得
る
か
ど
う
か

は
、
医
師
と
の
共
同
で
評
価
実
験
お
よ
び
実
証
実
験
が
な

さ
れ
、
技
術
的
に
も
医
学
的
に
も
、
腕
時
計
型
複
合
セ
ン

サ
シ
ス
テ
ム
、
体
動
加
速
度
計
測
シ
ス
テ
ム
、
指
輪
型
パ

ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
、
セ
ン
サ
内
蔵
Ｇ
Ｐ
Ｓ
シ

ュ
ー
ズ
シ
ス
テ
ム
、
眼
球
運
動
セ
ン
サ
シ
ス
テ
ム
、
足
圧

分
布
分
析
シ
ス
テ
ム
と
い
っ
た
各
種
シ
ス
テ
ム
の
有
効
性

が
検
証
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
病
院
内
に
お
い
て
、
痴
呆
患
者
や
高
齢
者
に
こ

れ
ら
の
各
種
シ
ス
テ
ム
を
装
着
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、

痴
呆
症
の
専
門
医
よ
り
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
バ

イ
タ
ル
デ
ー
タ
は
痴
呆
高
齢
者
の
障
害
の
理
解
に
役
立
つ

と
同
時
に
、
痴
呆
の
早
期
発
見
に
も
役
立
つ
可
能
性
が
あ

る
と
い
う
見
解
が
出
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
バ
イ
タ
ル
デ
ー

タ
の
解
析
に
よ
り
、
高
齢
者
の
転
倒
事
故
の
原
因
究
明
や

防
止
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
、
そ
こ
に
強
い
ニ
ー
ズ

が
あ
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
昨
年
度
の
研
究
開
発
と
検
証
を
経
て
、
二

年
目
に
あ
た
る
今
年
度
の
課
題
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①
膨
大
な
生
体
情
報
を
整
理
・
分
類
す
る
た
め
に
、
昨
年

度
の
成
果
「
メ
タ
デ
ー
タ
統
合
化
シ
ス
テ
ム
」
を
大
規
模

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
す
る
こ
と
。

②
生
体
情
報
を
医
師
の
医
学
知
識
の
も
と
に
パ
タ
ー
ン
化

す
る
こ
と
。

③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
生
体
情
報
を
安
全
に
送
受
信
す

る
た
め
に
、
通
信
を
セ
キ
ュ
ア
化
す
る
こ
と
。

つ
ま
り
、
昨
年
度
に
実
現
さ
れ
た
生
体
デ
ー
タ
管
理
用

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
か
ら
、
医
学
知
識
を
も
と
に
デ
ー
タ

を
パ
タ
ー
ン
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
体
情
報
を
推
定

す
る
技
術
と
的
確
な
医
療
診
断
を
下
す
た
め
の
基
盤
技
術

を
確
立
し
よ
う
と
い
う
の
が
、
今
年
度
の
研
究
開
発
の
目

指
す
と
こ
ろ
な
の
で
あ
る
。
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NPO法人WINの
「ウェアラブルセンサを用いた
健康情報システム」が
今年度も政府系競争的
開発資金を獲得
痴呆症の早期発見などに大きなニーズ

ＮＰＯ法人ＷＩＮの取り組む「ウェアラブルセンサを用いた健康情報システム」は、昨年度、政府関係機関
ＩＰＡ（情報処理振興事業協会）が手がける「次世代ソフトウェア開発事業」の委託事業として採択され、
今年度も引き続いて、ソフト開発に関する基盤技術の研究開発を受託することが決定した。この研究開
発によって、ウェアラブルセンサを用いた予防医学の診断方法は、確立へ向けて大きく前進すると期待さ
れている。

開発体制スキーム

開発取りまとめ（2社）

須田達也ＰＭ

①ＮＰＯ法人ＷＩＮ
担当：要求仕様策定、
実証実験

㈱三菱総合研究所
情報通信政策部、
医療・公共事業部
担当：共通基盤システムの詳細設計、
海馬機能計測システムの詳細設計、
システム統合、プロジェクト管理

大阪大学医学部附属病院
医療情報部
担当：共通基盤システム
（知識データベース部分）の設計

㈱リョーイン
担当：海馬機能計測システム
（計測システムコンテンツ
提示機能）の開発

㈱エヌデーデー
担当：共通基盤システム
（生体情報データベース、
知識データベース部分）開発

㈱ニコン
担当：海馬機能計測
システム（計測システム部分）
の設計・開発

㈱マイクロストーン
担当：在宅健康管理
システムの設計・開発

②ＮＴＴサービスインテグレー
ション基盤研究所　グロー
バル情報推進プロジェクト
担当：共通基盤システムの総合設計

ＮＴＴ‐ＩＴ㈱
システムソリューション事業部
担当：共通基盤システム
（生体情報解析
システム部分）の開発

コガソフトウェア㈱
担当：海馬計測システム
（分析システム部分）の開発


